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本リリースは、経済産業記者会、経済産業省ペンクラブ及び消費者庁記者クラブに配布しています 

平 成 2 8 年 9 月 9 日 

Ｎ Ｉ Ｔ Ｅ （ ナ イ ト ） 

独立行政法人製品評価技術基盤機構 
 

高齢者の製品事故にご注意ください 

－介護ベッド、電動車いす、温水洗浄便座－ 

NITE（ナイト）［独立行政法人製品評価技術基盤機構、理事長：辰巳 敬、本所：東京都

渋谷区西原］は、平成 28年 9月 15日（木）に本所ナイトスクエアにおいて、記者説明会

を開催します。 

 
1.  介護ベッドや電動車いすは、介護の負担を軽くしたり、高齢者※1の行動範囲を広げ、自立した社会

生活を支援したりするために欠かせない製品です。しかし、誤使用や不注意などによって事故が発生す

ることも多く、「死亡」「重傷」といった重篤な被害に至る割合が高くなっています。また、特に 80歳

を超える高齢者特有の事故として、温水洗浄便座（暖房機能のみ有する暖房便座も含む）を長時間使用

して低温やけどを負った重傷事故が報告されています。高齢者による製品事故を防ぐため、家族や介護

者などまわりの方も、製品を使用する際に注意すべきポイントを確認しましょう。 
 
2.  NITE（ナイト）に通知された製品事故情報※2によると、高齢者による介護ベッドや電動車いす、温

水洗浄便座の製品事故は平成 23年度～平成 27年度の 5年間に 97件※3（介護ベッド 53件、電動車いす

28件、温水洗浄便座 16件）ありました。このうち、介護ベッドは約 3割（18件、34%）、電動車いすは

約 4割（12件、43%）が、いずれも使い始めてから 1年未満に発生しており、介護ベッドにおいてはす

き間防止措置をしていなかったことが、電動車いすにおいては使用者が使用に不慣れであったことが、

事故の主な原因となっています。また、被害状況をみると、介護ベッドは約 7割（36件、68%）、電動車

いすは約 8割（21件、75%）、温水洗浄便座は約 3割（5件、31%）が、それぞれ「死亡」「重傷」といっ

た重篤な被害に至っています。 
 

3．［主な事故事例と注意事項］ 

 病院で、高齢者の頸部が介護ベッドのすき間に挟み込まれ死亡した。 

（平成27年9月 神奈川県 死亡） 

⇒レンタル事業者や介護者は、介護ベッドの周囲に頭部や頸部、手足が入り込みそうなすき間が有る場

合は、必要に応じてサイドレール（柵）やベッド用グリップ（手すり）をよりすき間の小さいものに

交換するか、専用のカバーやスペーサー（すき間解消器具）などですき間を埋めてください。 

 高齢者が電動車いすで工事中の橋を渡ろうとした際、道路脇にあった橋脚工事中のすき間から川に転落

し、死亡した。 

（平成26年9月 宮崎県 死亡） 

⇒電動車いすによる死亡事故の多くは、走行中に堤防や路肩などから河川、用水路、斜面等に転落し

たことによるものです。幅の狭い道路やガードレールがない道路を走行する時、また道を譲ろうと

する時など、路肩に寄りすぎないように注意してください。 

 施設で、高齢者が温水洗浄便座に長時間座っていたところ、低温やけどを負った。 

（平成27年3月 宮崎県 重傷） 

⇒高齢者が温水洗浄便座を使用して低温やけどを負った事故が、平成 27 年に 4 件発生しています。

高齢になると皮膚感覚が弱くなり、触れている部分が熱くなっても気づかなかったり、用便中に眠

ってしまったりして、便座に長時間座ってしまいがちです。温水洗浄便座を使用するときは、便座

の温度調節を「低」にするか、または使用直前まで温めて、使用中は「切」にするようにしてくだ

さい。 
 
（※1）WHO（世界保健機関）が定義する高齢者（65歳以上）を対象として集計、分析している。 
（※2）消費生活用製品安全法に基づき報告された重大製品事故に加え、事故情報収集制度により収集された非重

大製品事故（ヒヤリハット情報（被害なし）を含む）。 

（※3）平成 28年 9月 1日現在、重複、対象外情報を除いた事故発生件数。  
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（１） 記者説明会開催概要 

 

日 時：平成 28年 9月 15日（木） 10:00～（開場 9:00～） 

会 場：ナイトスクエア 

    （東京都渋谷区西原 2-49-10 NITE 1階） 

参加を希望される方は、平成 28 年 9 月 14 日（水） 18:00 までに、

「お問い合わせ先担当者」へご連絡ください。会場準備のために必要

ですので、ご協力くださいますようお願いいたします。 
[ 電車でお越しの場合 ] 

1. 京王新線「幡ヶ谷」駅から徒歩約 10分  

2. 小田急線・東京メトロ千代田線「代々木上原」駅から徒歩約 15分 

 

（２） ご説明する内容 

平成 23年度から平成 27年度までの 5年間に発生した介護ベッドや電動車いす、温水洗浄便座による

高齢者の事故合計 97件について、年度別及び被害状況別の発生状況や、事故事例、事故を防止するた

めのポイントを、再現実験映像を交えてご紹介いたします。 

 また、当日は介護ベッドや電動車いすにおける事故の再現実験映像を収録した DVDを配布いたします。 

 

（３） 当日入館時のご注意 

NITE本所（東京都渋谷区西原）では、入館管理システムとして、セキュリティゲートを導入してお

ります。入退館の際は、受付にて発行する入館許可証が必要となりますので、お手数をおかけいたし

ますが、ご協力くださいますようお願いいたします。 

入館時：受付で外来者用入館許可証をお渡ししますので、セキュリティゲートの読み取り部分にか

ざして入館してください。 

退館時：入館許可証を受付に返却してください。 

※ 庁舎内では、入館許可証を首からお掛けください 

 

 

 お問い合わせ先 

独立行政法人製品評価技術基盤機構 製品安全センター 所長 嶋津 勝美 

担当者：穴井、田代 

 記者説明会前日（9月 14日（水））及び当日（9月 15日（木）） 

電話：03-3481-6566 FAX：03-3481-1870 

 記者説明会前々日まで及び 9月 16日（金）以降 

電話：06-6612-2066 FAX：06-6612-1617 


